
石田秀輝 Emile H. Ishida

生まれ： 岡山 1953.01.01 

経歴： 大学では地球物理学を専攻、その後、㈱INAX（現ＬＩＸIL)で25年間、

主に研究開発を担当（取締役CTO) 技術戦略会議・環境戦略会議兼任議長

2004.09 東北大学大学院環境科学研究科教授、 SEMSaT （大学院環境政策技術マネジメントコース）（兼任教授）

2014.04退任 沖永良部島へ移住

研究; 研究フィールドは主に ネイチャー・テクノロジー創出システムに必要なテクノロジーとライフスタイル研究、

技術倫理 （工学と経済の２分野の研究体制）

現職; (合）地球村研究室 代表社員 東北大学名誉教授 『間抜けの研究』

アメリカセラミクス学会フェロー、 ネイチャーテクノロジー研究会代表、アースウォッチジャパン副理事長、ものつくり生命文

明機構副理事長ほか

業績； 学術論文223報、特許101件、総説など186報 著書47冊 学術賞など１6件 （2015.03）

趣味； 紀元前後の遺跡探訪、昔を想い酒を飲むこと、 アウトドアライフ、 料理

屋号は｢酔庵」(現在酔庵I-IV、IIIは沖永良部島）

近著：光り輝く未来が沖永良部島にあった！（ワニブックス2015） Nature Technology
(Springer 2014 ) ｢それはエコまちがい？」（プレスアート2013) 「自然界はテクノロジ―の宝庫｣

(技術評論社2013）「未来の働き方をデザインしよう｣(日刊工業新聞2011) 『自然に学ぶ！ネイ
チャー・テクノロジ-』Ｇａｋｋｅｎ Ｍｏｏｋ2011『君が大人になるころに』日刊工業新聞2010 “Channeling 
the forces of Nature” Tohoku Univ. Press 2010

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



２０１６．０３．23 あきたスマートシティ･プロジェクト

震災5年目を越えて・・・・

笑顔あふれる持続可能なまちつくり・ものつくり！

孫が大人になったときにも光り輝く未来であってほしい･･･

地球環境を考えることは心豊かに暮らすことなのです

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

（合）地球村研究室 代表 石田 秀輝

東北大学名誉教授

Earth Village Research Lab. LLC

Representative Partner

Prof. emeritus at the Tohoku Univ.



•人工知能（A.I）の進化などにより、これまでの技術開発の歴史から 推測さ
れる未来モデルが限界に達する点「技術的特異点（シンギュラリティ）」が訪れ
る

•再生医療や遺伝子研究の進歩で人類の寿命は1日5時間延びていて、
2045年には平均寿命100歳となる

•ビットコインなど仮想通貨の普及で「信用」や「貨幣制度」など制度が再定義
される

•自動運転技術などモビリティのイノベーションで、事故のない世界が現実とな
り「安全安心」の概念が変わる

VS 国連SDGｓ (持続可能な開発目標）

こんな世界は来るのか？
こんな世界は必要なのか？ (社会が求めているのか？）

2045年の世界

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



あらためて、考えて見ましょう

私たち自身のためにも、そして、
次の世代のためにも、

今何を考えなければならないのか?

人と地球を考えたあたらしい暮らし方のか・た・ち

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab.



そのために考えなければならない2つ限界

それは、外的限界：地球環境の劣化
内的限界：物資的消費欲求の劣化

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

⇒社会の閉塞⇒少子高齢化・人口減少



エネルギー

資源

食料

水

人口

気候変動

生物多様性

人間活動の肥大化

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

１.地球環境の劣化



2015 台風の経路
(現在までに23号 10.04）

与那国島 台風21号2015.09.28
最大風速81.1m/s

石垣島 台風15号
2015.08.24 最大風速71.0m/s、
935hPa

鬼怒川堤防決壊 2015.09.09

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

台風21号 1957年の観測開始以来、最大を記録 925hPa



世界に目を向けてみると・・・

ハイエン台風(台風30号）2013.11

895hpa 死者・行方不明者
7700人 最大風速90m

米国東海岸大寒波 2014.01
平均気温例年より20℃低下

米国西海岸 大干ばつ 2014.01
過去500年で最悪

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



生きている地球レポート 2012

生物多様性の劣化

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab.

世界の生物種は40年前の7割に・・・

熱帯地域の生物種は40年前の4割に･･･



「世界の食料の9割を占める100種類の作物種のう
ち、7割はハチが受粉を媒介している」

国連環境計画（UNEP）アヒム・シュタイナー事務局長

http://www.greenpeace.org/japan/ja/news/blog/staff/blog/48132/

食用植物の約80％がミツバチの恩恵を受けていま
す。

http://no-neonico.jp/kiso_problem2/

ハチがいなくなったらどうなる？

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab.



今、1年で40,000種類の生物が絶滅しています

恐竜の時代 1000年で1種類の生物が絶滅していました

種の絶滅速度が猛烈な勢いで加速しています

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab.



＜10kmを移動する＞
歩く 308kcal (0.0570kcal/kg/min.ｘ60kgx90min.）
自転車 118kcal (0.0658kcal/kg/min.x60kgx30min.）

車 8,670kcal (ガソリン1L＝8670kcal） 20min.

＜洗濯＞
手洗い 176kcal (0.0587kcal/kg/min.ｘ50kgx60min.）
電気洗濯機(全自動） 1,300-2,700kcal

1日を生きるために必要なエネルギーは？

エネルギーのことを考えてみる

日本人が1日平均的に使っているエネルギーは？

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

2,400kcal

127,000kcal



日本経済新聞
2012年10月12日

会計検査院は家電エコポイント

制度によるCO2削減効果を21

万トンと試算、273万トンとし

た環境省の試算の１/１３

出典)温室効果ガスインベントリオフィス

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



読売新聞 2013.03.21

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

2. 物資的消費欲求の劣化



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



個（人）

共同体
（結）

自然（生命） 自然（生命）

共同体

個（人）

確かな未来は懐かしい過去にある

自然
自然に活かされていることを知り、自然を活かし自然を往なす

＜環境省 つなげよう 支えよう森里川海プロジェクト＞

食 集
い

楽しみ
遊び
学び

仕事

自然に生かされていることを知り、自然を活かすことを楽しみ、自然を往なす

アニミズム型社会構造

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

沖永良部島のライフスタイル構造



資本主義 ＝ 市場経済ｘ際限の無い拡大・成長(経済のパイの総量を増やす）

2つの限界
外的限界： 地球環境問題
内的限界： ものが溢れ消費の増加が停滞・劣化

ポスト資本主義 ＝市場経済ｘ成熟・定常化

＊成熟・定常化への移行: 過去にも、狩猟採集社会、農耕社会で顕著にみられた（文明⇒文化）。

移行期にはそれまで存在しなかったような、何らかの新しい観念・思想・価値が生まれた。(文化のビッグバン）

外に向かっていた意識が制約にぶつかる中で内へと反転、心あるいは広義の芸術的思考が生まれた。

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



個（人）

共同体

自然（生命） 自然（生命）

共同体

個（人）

資本主義

時間軸
労働生産性

市場経済の無限の拡大・成長
・共同体からの個人の独立
・自然からの人間の独立
⇒格差や分断を産出し、個人や人間にとっての土台を侵食

（コントロール無き文明）

アニミズム型社会構造

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

工業化
負のフィードバックを放棄



資本主義 ＝ 市場経済ｘ際限の無い拡大・成長(経済のパイの総量を増やす）

2つの限界 外的限界: 地球環境問題

内的限界： ものが溢れ消費の増加が停滞・劣化

ポスト資本主義 ＝市場経済ｘ成熟・定常化

成熟・定常化への移行: 過去にも、狩猟採集社会、農耕社会で顕著にみられた（文明⇒文化）。
移行期にはそれまで存在しなかったような、何らかの新しい観念・思想・価値が生まれた。(文
化のビッグバン） 外に向かっていた意識が制約にぶつかる中で内へと反転、心あるいは広義の
芸術的思考が生まれた。

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



個（人）

共同体

自然（生命） 自然（生命）

共同体

個（人）

市場経済

コミュニティー

環境

ポスト資本主義
（成熟・定常化）

資本主義

時間軸
労働生産性

空間軸
環境効率性

（資源生産性）

市場経済の無限の拡大・成長
・共同体からの個人の独立
・自然からの人間の独立
⇒格差や分断を産出し、個人や人間にとって
の土台を侵食

個（人）を自然や共同体という
土台にもう一度繋ぎとめる

ローカル、非貨幣、労働集約 Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



あらためて考えてみたい・・・・ 持続可能な社会とは？

環境と経済成長の両立
賞味期限切れ････21Cの持続可能社会とは？

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



21Cに求められる持続可能な社会とは・・・・

環境と生命の成長の両立
生命の成長＝生命の循環を守ること

人間も自然の一部
現在に留まらない過去も未来も含めた多世代

⇒ 厳しい環境制約の中で、心豊かに生きる

西洋(人間中心主義）にはない視点で解を考えてもよいのでは？？

デカルト ニーチェ ハイデガー

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



心の豊かさ、物の豊かさに関する意識調査
（内閣府「国民生活に関する世論調査」2013より作成）

3
0
ポ

イ
ン

ト
以

上
の

差

どのような豊かさを求めているのか？ ニーズ

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

すでに明確に始まっている予兆



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



自然を身近に感じたい

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



日本の自殺者数推移

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



時間

豊
か

さ

脱近代化
ポイントブータン

(GNH)

中国
(GDP)

日本

あらためて精神的豊かさへ
知の再編

生命文明の構築
ネオ・モダニズム

脱近代化の時代

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



地球環境と豊かな暮らしを天秤にかけるのではなく、
地球環境制約の上に心豊かな暮らしの形をつくる

豊かな暮らし地球環境

豊かな暮らし

地球環境

フォアキャスト思考 バックキャスト思考
Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



入浴を考える

2030年の世帯数 4900万世帯 (現在5000万世帯）
浴槽 300リットル

20℃から40℃に水を温める

2030年
これだけの水もエネルギーも供給は不可能････

入浴回数を減らす
シャワーにする

身体を拭くだけにする
近くの川へ水浴びに行く

銭湯へ出掛ける

フォアキャスト思考

バックキャスト思考では
毎日風呂に入る…

水のいらないお風呂

Question 

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



From Saving to ---less 水のいらないお風呂

（3-6リットル程度は必要です）

今日はベッドの横で、明日はベランダ
で・・・水のいらないお風呂は軽くてど
こへでも持って行けます。

高い気密性は不要ですから、ド
アを付ければ車いすのまま入浴
できます。水圧も掛りませんか
ら体への負担は大きく軽減され
ます。

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



-技術戦略マップ （経済産業省 2007）

-理学と工学における科学･夢ロードマップ （日本学術会議2014）

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab.



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



ネイチャー･テクノロジ－ （Nature Technology）

3838

水のいらないお風呂 無電源エアコン

2030年の暮らしを描いた絵から、創らな
ければいけないテクノロジーを抽出します

抽出したテクノロジーに必要な技術要素を自然の中に探します

テクノロジーの抽出

バックキャスティング手法を使って心豊か
に暮らせるライフスタイルを考えます

自然から学んだ知恵から、低環境負荷・高機能な材料を
つくりだします

自然に学ぶ

ライフスタイルデザイン ものつくり

2030年に必要なテクノロジーを
自然の循環の中から見つけ出す

地球に最も負荷のかからない
テクノロジーとしてリ・デザインする

暮らしのシーンを構成する
テクノロジー要素を抽出

2030年の厳しい環境制約の中で
心豊かに暮らせる生活のシーンを考える

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



水の要らないお風呂あわ ⇒

つち ⇒

かたつむり ⇒ 汚れがつきにくく取れやすい表面

無電源空調機

とんぼ ⇒
微風でも発電可能な
風力発電機

家庭農場

微生物の多様性

⇒

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



ネイチャー･テクノロジー （Nature Technology）

4141

水のいらないお風呂 無電源エアコン

2030年の暮らしを描いた絵から、創らな
ければいけないテクノロジーを抽出します

抽出したテクノロジーに必要な技術要素を自然の中に探します

テクノロジーの抽出

バックキャスティング手法を使って心豊か
に暮らせるライフスタイルを考えます

自然から学んだ知恵から、低環境負荷・高機能な材料を
つくりだします

自然に学ぶ

ライフスタイルデザイン ものつくり

2030年に必要なテクノロジーを
自然の循環の中から見つけ出す

地球に最も負荷のかからない
テクノロジーとしてリ・デザインする

暮らしのシーンを構成する
テクノロジー要素を抽出

2030年の厳しい環境制約の中で
心豊かに暮らせる生活のシーンを考える

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

バックキャストによるライフスタイル創成、90歳ヒアリングか
ら、心豊かな暮らし方の形を明らかにすることが出来た

個(人)＝ライフスタイルの再考

個(人)をどうやって共同体や自然に繋ぎ止めなおすのか？



１．環境情報や統計データからバックキャスト手法を使って
２．文化的価値から (90歳ヒアリング）
３．ライフスタイルの構造から (間抜けの研究）
４．予兆分析から

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

個（人）を共同体や自然にどのようにつなぎとめるのか？



2030年の制約因子

人口

食料
水

ｴﾈﾙｷﾞｰ

資源

生物多様性

気候変動

五感

人の欲

物欲

承認

受容 自尊心

向上心

競争

支配･名声

防衛

逃避

所属
安全

開放

刺激

探求

援助

逃避

現状維持

虚栄

依存

所属

地元での暮らしを大切
にし、分け合うようにな
ります

家で作れるものは家で
作るようになります

自然をもっと意識し
た暮らしになります

地産地消1-2-3次産業

ご近所市

残り物回収サービス

家庭農場

手動製品

修理

雨水

緑

匂い

バックキャスティングで2030年を考える

時々思い切って
贅沢をします

「もの」はなるべく持た
ないようにします

知恵や、教養が
価値をつくります

健康であることが
大切にされます

お金をかけずに生
活を楽しみます

＜未発表 電通2030ー石田研PJ＞

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



Social Receptivity (questionnaire against1000 Japanese persons)

Hope 望む
Want 非常に望む

Slightly hope やや望む

Higher  Social Receptivity

50のライフスタイルの社会受容性調査結果（16％が70%を超える高い社会受容性を示す、これ

は、フォアキャストでは見えないライフスタイルがパラレルワールドの様に我々のすぐ横にあることを示す）

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



0               5              10             15              20              25      
Degree of Importance  (%)

20.7

11.3

12.2

13.8

19.9

22.1

楽しみ
Enjoyments

社会と一体
Harmonized with 
community

自分成長
Personal growth

自然
Nature

Conjoint Analysis N=5000

Degree of importance against Lifestyle element
Latent factor that people want much

利便性
Convenience

清潔感
Cleanliness

Cluster Analysis from 50 Lifestyles

人が潜在的に求めているものは・・・

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



１．環境情報や統計データから
２．文化的価値から (90歳ヒアリング）
３．ライフスタイルの構造から (間抜けの研究）
４．予兆分析から

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

個（人）を共同体や自然にどのようにつなぎとめるのか？





１ 自然に寄り添って暮らす

２ 自然を活かす知恵

３ 山、川、海から得る食材

４ 食の基本は自給自足

５ 手間隙かけてつくる保存食

６ 質素な毎日の食事

７ ハレの日はごちそう

８ 野山で遊びほうける

９ 水を巧みに利用する（水を使

い分ける、水を確保する）

１０燃料は近くの山や林から

１１家の中心に火がある

１２自然物に手をあわせる

１３庭の木が暮らしを支える

１４暮らしを映す家のかたち

１５一年分を備蓄する

１６ 何でも手づくりする

１７ 直しながらていねいに使う

１８ 最後の最後まで使う

１９ 工夫を重ねる

２０ 身近に生きものがいる

２１ 暮らしの中に歌がある

２２ 助け合うしくみ

２３ 分け合う気持ち

２４ つきあいの楽しみ

２５ 人をもてなす

２６ 出会いの場がある

２７ 祭りと市の楽しみ

２８ 行事を守る

２９ 身近な生と死

３０ 大ぜいで暮らす

３１ 家族を思いやる

３２ みんなが役割を持つ

３３ 子どもも働く

３４ ともに暮らしながら伝える

３５ いくつもの生業を持つ

３６ お金を介さないやりとり

３７ 町と村のつながり

３８ 小さな店、町場のにぎわい

３９ 振り売り、量り売り

４０ どこまでも歩く

４１ ささやかな贅沢

４２ ちょっといい話

４３ ちょうどいいあんばい

４４ 生かされて生きる

日本で失われつつある暮らし方の価値

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

90歳ヒアリング

自然に生かされていることを知り、
自然を活かすことを楽しみ、自然を往なす



１．環境情報や統計データから
２．文化的価値から (90歳ヒアリング）
３．ライフスタイルの構造から (間抜けの研究）
４．予兆分析から

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

個（人）を共同体や自然にどのようにつなぎとめるのか？



地球環境制約(7つのリスク）

安全・安心(安全欲求）

自然

美･揺らぎ･匂
文化

自然資本

育

自己 貢献、技
他者 孫、部下
自然 果実、花

制約
自己･他者･自然

(経済）

利便

心豊かなくらし方のかたち

心
豊
か
な
暮
ら
し

A

B

C
High

Low

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

2013.12 Springer



依存型

完全介護型

自立型

自給自足型

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

快適性・利便性

『間』

ちょっとした不自由さや不便さを自分
の知恵や技を使って乗り越えたい！！

人と地球を考えた
あたらしい暮らし方のかたち(環境と生命の成長の両立）

２０１５．１２
ワニブックス



読売新聞 2013.03.21

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



制約
自己・他者・自然

心豊かな暮らし方

利便
＜間＞

依存型

完全介護型

自立型

自給自足型

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

「間」を埋めるとは生きる意味を問い直し、生きている経験を取り戻す生活舞台

自分とは『自』然の『分』身



『間』を埋めるということ 自らのスキルで （経験を価値にする）

2014年冬、東京・表参道に4日間限定
でホームセンターの『カインズ』がプロ
デュースした『CAINZ LiveGreen 
STORE』

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



１．環境情報や統計データから
２．文化的価値から (90歳ヒアリング）
３．ライフスタイルの構造から (間抜けの研究）
４．予兆分析から

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

個（人）を共同体や自然にどのようにつなぎとめるのか？



・量販品ではないビジネス：
どれだけ作っているかわからない

虎屋の羊羹 たねや

・基本は大量生産だが地域ブランド：
味の素 コカ・コーラ

・ローカル循環のドライビングフォース：

セイコーエプソンPaper Lab. 蔦屋図書館、
ヤマトHD自治体業務BPO

・自分でつくる： DIY、創エネルギー、キット家具

すでに始まっている間を埋めるビジネス

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



・低価格だが本物＋SNS：
俺の株式会社

Egg’s Things(ハワイアン・レストラン）

・商品付加価値からサービス付加価値：
ライフスタイルショップ(衣食住）、地域社会を基盤に小さな規模の専門店（都会から
地方へ展開する全国チェーン小売り事業は退潮）

・青少年ペンフレンドクラブ 文通ブーム
2006年会員数 5000人⇒15163人 2016年2月

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



長野県 下条村 (陸の孤島） 2011年情報

人口 4100人 (15歳未満比率17％）

財政力指数0.218

合計特殊出生率 2.04

地域別将来推計人口-8.2％

・資材支援事業：村道や農道、水路などの整備を住民自らが行い、村はその資材を支給＜結＞

・やる気やコスト意識、スピード感や効率研修のため全職員を民間企業に

・公共下水や農業集落排水ではなく、合併浄化槽を選択 23億⇒2億の負担

・村営住宅(村の単独事業） 家賃33,000円（２LDK 60ｍ２）

村の行事参加と消防団加入が条件

・子供医療費無料(高校卒業まで）

・若物定住促進住宅は178棟

・職員数(一般行政職）7.84人／1000人

・経常収支比率64.7％(全国6位）、実質公債費比率-3.5％（全国4位）、

実質借金残高8859万円、基金残高55億6974万円

収入総額 25.77億円 基礎的財政収支8.43億円

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab.



間を埋めるということは、1-2-３次産業という境界をはずし、『暮らし方のかたち』とい
う視点でものを観ることだとやっと体感できました。

これから、その具体的な形をどんどん創り、次の世代に手渡せる、あたらしい教科書つく
りに心を込めたいと思っています。



沖永良部島

沖縄

酔庵

地球村研究室（合同会社）は
鹿児島県奄美群島

沖永良部島『酔庵』にあります

鹿児島

飛行場

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 

2014年 沖永良部島に移住し、『間抜けの研究』を開始しました。



2／4編 90歳ヒアリングが教えてくれる確かな未来

http://www.youtube.com/watch?v=7r7c8-ze5sk
または、「地球村研究室 youtube 」で検索ください

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



利便性や快適性を求めた結果、秋田の町が失った価値とは何か?

その価値観を昔に戻るのではなく『孫が大人になったときにも光り輝くか・た・ち』に
するには、どのように進化させればよいのか？

バックキャスト視点

それは、真っ白なキャンパスに絵を描くことではない、すでに培ってきた生活原理の
中にそれは見つかるのだと思う。

『確かな未来は懐かしい過去にある』のだから・・・

今考えなければならないこと

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 



『間抜けの研究」

2014年、開始しました！

島にも是非お越しください！

Nature Technology
Creating a Fresh Approach to Technology and Lifestyle

Emile H. Ishida, Earth Village Research Lab 


